















































































































































































































































































定着 ･･- - - - ･2時間
第三次 繰 り上がりのあるたし算の間勉づ













































































































































活動を通して,頭の中で数園ブロックが動く様子をイメー ジしながら ｢まず 7はあと3で
10 0つぎに,5を3と2にわけ oさいごに,7と3で10010と2で12｣と説明す
ることができるとともに,乾式を見ても力脚 欄 ブロックの動きをイメー ジすること
ができる○
学 習 活 動 説 明 活 動 を生 か した教 師 の支 援 形成 的評価












巾で動きをイメー ジ を口々 に言わせるようにする○ できているかゝ
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8 おわりに
本実践では ｢10のまとまりをつくる考
えのよさlの定着のために.｢行動的把握｣
と ｢記号的把握｣の問に ｢映像的把握｣の
段階を取り込み,ブロック操作と記号操作
との柿を埋めていくプロセスを大切にしな
がら,｢算数的活動の内面化｣を図った｡
その結果,｢7+5の答えは,7はあと
3で10だから,5を3と2にわけて,7
と3で10 010とのこった2で12｡あ
といくつと考えると怖単なんだな｣｢繰り
上がりのあるたし罪では1つ1つ数えてた
していくより,10のまとまりをつくって
いくと便利なんだな｣｢9+4の計算でも
簡単な方俵がわかったから,これからもた
す数をわけて10のまとまりをつくって考
えていきたいな｣というように;加数分解
をして ｢10のまとまり｣をつくる考えの
よさを実感する子どもの姿が多く見られ
た｡
このように,数回ブロックの操作を段階
的に指導し.その保作の ｢イメージ｣を ｢言
葉｣につなぐ,思考の内面化を図る指導を
透視することで,練り上がりのあるたし罪
の場面の意味理解を称かにしていくことに
つながるものと実感している｡
今後も,本実践で取り組んだ様々な罪数
的活動の工夫を基に,他の学年 ･単元にお
いても操作の ｢イメージ｣を大切にし ｢言
葉｣の思考へとつないでいく指軌 こついて,
実践を通して子どもの資として具体化 して
いきたい｡
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